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研究成果の概要（和文）：我々は、高齢知的障害者の口腔状況と口腔保健行動の関連について検討した。
40歳以上の知的障害者を対象として口腔の実態状況を把握するためのアンケート調査を実施した。歯の本数を目
的変数、年齢、性別、障害の重症度、障害の種類、主な生活場所、かかりつけ歯科医の有無、定期歯科受診の有
無、歯磨き回数を説明変数とした多項ロジスティック回帰分析を行った。
40歳以上の知的障害者の歯の本数は、年齢、障害の種類、定期歯科検診の受診の有無、歯磨き回数が関連した。
知的障害者は健常者に比べて早期に多数の歯を喪失していた。定期歯科受診することや１日の歯磨き回数を増や
すことは歯の喪失を防ぐ可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：We examined the relationship between the oral status and oral health 
behaviors of older persons with intellectual disabilities.We conducted a questionnaire survey of 
persons with intellectual disabilities aged 40 years or older to determine their actual oral health 
status. A multinomial logistic regression analysis was conducted using the number of teeth as the 
objective variable and age, sex severity level of intellectual disability, diagnosis of disability 
type of residence, family dentist, regular dental checkups and tooth brushing frequency as 
explanatory variables.
Age, diagnosis of disability, presence or absence of regular dental checkups, and tooth brushing 
frequency were associated with the number of teeth in persons with intellectual disabilities. 
Persons with intellectual disabilities lost a larger number of teeth at an earlier age than healthy 
persons. It was suggested that regular dental checkups and increasing the number of toothbrushing 
per day may prevent tooth loss.

研究分野： 知的障がい者

キーワード： 知的障害　高齢　口腔
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢知的障がい者を対象とした口腔領域の研究は過去にほとんどされておらず、本研究の結果は、高齢知的障が
い者の口腔の健康を維持するために必要な口腔保健行動について行政や臨床医が参考にする資料となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 我が国の急速な高齢化に伴

い、知的障害者全体に占める高

齢者の割合も増加傾向にあり、

老年化する知的障害者を支援す

るための障害福祉サービスの充

実と適切な医療支援が求められ

る。 

 現在の障害福祉サービスは、

平成26年の利用者のうち93.4％

が無料でサービスを利用してい

る。ただ、65 歳以上となった障

害者については介護保険に移行

した場合、障害福祉サービスで

利用していたもののうち介護保険に同様のサービスがあると、現在のルール上、介護保険が優先

されるため、非課税世帯であっても利用料の応益負担が生じ、それが経済的負担となっている

（図１）。 

 高齢者を対象とした医学研究において、咬合機能と栄養状態との関連、口腔関連筋と嚥下機能

との関連、唾液量と脱水の関連など口腔関連因子と全身状況との関連が明らかになりつつある。 

 一方、知的障害者も高齢化に伴い、既存の障害や先天性疾患に加え、低栄養、嚥下機能の低下、

肺炎、脱水による唾液量の減少等のリスクが上昇すると考える。しかし、高齢知的障害者を対象

とした口腔領域に関する調査・研究は我々が知る限りほとんど認められない。 

 

２．研究の目的 

 中年、高齢知的障害者を対象として、口腔に関する実態の把握と問題点の抽出にすることによ

って、知的障がい者の歯数の現状を把握し、歯数と口腔の健康行動との関連を明らかにする

ことによって、高齢化する知的障害者に対する歯科口腔保健支援の有効性を検証することを目

的とする。 

 

３．研究の方法 

 （1）対象 

 愛知県知的障害者福祉協会は愛知県の知的障害児者の福祉の増進と会員施設の資質向上を図

ることを目的として 1961 年に設立された。本研究では、協会に加盟している 132 施設のうち、

調査の主旨に同意が得られた 39 施設（回収率 29.５％）に対して質問紙調査を実施した。2019

 



年 9月に各施設へ質問紙を郵送し、施設の担当者が、施設利用者の養育者または施設職員に回答

を依頼した。アンケートは、本研究対象者本人を特定できないように無記名の方法で行った。各

施設から返送があった 1,318 名分の回答のうち、年齢が 40歳以上の 841 名を本研究の分析対象

とした。 

（2）質問紙調査 

 質問紙調査の回答は、施設利用者の養育者もしくは施設職員が行った。基本情報として、年齢、

性別、障がいの診断名、療育手帳の等級、主な生活場所（自宅、施設、グループホーム）につい

て尋ねた。口腔の情報として、現在歯数、口腔の健康行動に関する質問として、かかりつけ歯科

医の有無、定期歯科受診への受診の有無、歯科治療が問題無く行えるか（はい、いいえ、歯科治

療を受けたことがない）、1日の歯磨き回数（1回/day、2回/day、3回以上/day ）について尋ね

た。 

（3）障がいについて 

 障がいの種類について、医師から診断を受けている障がいの診断名を尋ねた。障がいの診断名

から、精神発達遅滞（Intellectual disability：ID）、自閉スペクトラム症候群(Autism spectrum 

syndrome：ASD)、ダウン症候群（Down syndrome：DS）、脳性麻痺（Cerebral palsy：CP）、その

他の疾患に分類した。また障害の重度について療育手帳を用いて、重度 (Intuitive Quotien: 

IQ 35 以下)、中等度(IQ 50 以下)、軽度 (IQ 75 以下)に分類した。 

（4）現在歯数について 

 現在歯数は、質問紙調査で自己申告により本数を尋ねた。現在歯数を、過去の研究を参考に、

0-9 本、10-19 本、20本以上の 3つのカテゴリーに分類して分析に用いた[14] [15]。本研究で

は、現在歯数が 0本（無歯顎）と回答した数は 18名であった。 

（5）統計解析 

 本研究では、40 歳以上の知的障がい者の現在歯数と関連する要因を把握するために、質問紙

の回答が回収できた 841 名のうち、現在歯数の記載がなかった 139 名、および分析に用いるデー

タに欠損がある 98 名を除外した 604 名を分析対象とした。分析対象者の平均年齢（±標準偏差)

は、男性で 52.8 歳（±10.2）、女性で 56.6 歳（±11.7）であった。  

 基本情報として、対象者の年齢階級（40-49 歳、50-59 歳、60-69 歳、≥70歳以上）、障がいの

診断名、障がいの重症度、主な生活の場所について、男女別の割合を算出した。口腔の健康行動

として、かかりつけ歯科医の有無、定期的な歯科医院への受診の有無、歯科治療時の状況、歯磨

き回数ついて男女別の割合を算出し、割合の差をχ２検定を用いて分析した。 

 現在歯数のカテゴリーごとの基本情報および口腔の健康行動の割合を算出し、割合の差をχ

２検定を用いて分析した。 

 カテゴリー化した現在歯数（≥20=0、10-19=1、0-9=2）を目的変数とした多項ロジスティック

回帰分析を行い、オッズ比と 95％信頼区間を算出した。 

歯数との関連を分析した変数のうち、単変量解析の結果において危険率が 0.1 未満であった変

数を多変量解析に説明変数として投入した。 



 統計解析には SPSS for mac（Ver .23.0 J、IBM、東京）を用い、統計学的有意水準を 5％とし

た。 

 
４．研究成果 

 男女別の基本情報、口腔の健康行動について Table 1 に示す。40歳代では男性の割合が高く、

50 歳代以降では女性の割合が高かった。男女ともに精神発達遅滞者の割合が最も高いが、その

割合は女性でより高かった。ASD 者は、男性の割合が女性の割合より高かった。口腔の健康行動

について、定期歯科受診する者の割合、歯科治療が問題なく行えた者の割合は、女性が男性より

有意に高かった。 

 現在歯数と基本情報、口腔の健康行動の関連について、性別、年齢階級、障害の診断名、主な

生活場所は現在歯数と有意に関連していた。口腔の健康行動では、定期歯科受診、歯磨き回数が

現在歯数と有意に関連していた。 

 現在歯数のカテゴリーを目的変数とした多項ロジスティック回帰分析の結果を Table 2 に示

す。多変量解析において、年齢階級、障がいの診断名、主な生活場所は、現在歯数≥20本に対す

る 10-19 本と有意に関連していた。40-49 歳に対する 50-59 歳、60-69 歳、≥70 歳の 10-19 歯の

オッズ比（95％信頼区間）は、それぞれ 3.2 (1.6-6.5)、7.0 (3.2-15.3)、 9.6 (4.1-22.3)で

あった。精神発達遅滞者に対する ASD 者の 10-19 歯のオッズ比は 0.4 (0.2-1.0)であった。ま

た、自宅で家族と生活する者に対する施設で生活する者の10-19歯のオッズ比は5.4 (1.5-18.7)

であった。現在歯数が≥20 本に対する 0-9 本の多変量多項ロジスティック回帰分析の結果では、

年齢階級、障がいの診断名、定期歯科受診、歯磨き回数が有意に関連していた。40-49 歳に対す

る 50-59 歳、60-69 歳、≥70歳の 0-9 歯のオッズ比は、それぞれ 5.3 (1.8-15.6) 、37.8 (12.7-

112.4)、 54.6 (16.9-176.2)であった。精神発達遅滞者に対するダウン症候群の 0-9 歯のオッズ

比は 3.2 (1.1-9.2)、定期歯科受診を受診する者に対してしない者の 0-9 歯のオッズ比は 1.9 

(1.0-3.6)、1日に 3 回以上歯磨きする者に対する1回の者の0-9歯のオッズ比は4.8(1.1-20.8)

であった。 

 結論として、中年および高齢の知的障がい者は多数歯を喪失している者が多く、障害の種類に

よって差が見られた。中年および高齢の知的障がい者の歯の喪失を予防するためには、早期から

定期歯科受診することや歯磨き回数を増やすことが有効である可能性が示唆された。 
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